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概要 

 日本人は「伝統」という言葉にとても弱い。「日本では古くからそうだ。」と言われれば

なんとなく有難く良いものだと信じてしまう。だが、一旦考え直してみよう。その「伝

統」は本当に「古くからそう」なのだろうか？「伝統」を強調することで正統性をアピー

ルでき、権威ができ、価値が増すため、実は比較的新しい時代に発明された「伝統」が、

さも大昔から存在するかのように振舞っている例は、多々存在する。そのため、私たちに

はその「伝統」が本当に古くから続いてきたものなのかを見極める、いわば「伝統リテラ

シー」が必要なのかもしれない。 

 

感想 

 個人的には、「伝統」と聞くと少なくとも 300 年くらいは続いているもの、という印象

を持つ。しかし実際には、日本の伝統と言われているものの多くは明治時代以降に始まっ

たものだと知り、「伝統って何なんだろうな。」と思ったのが率直な感想である。これは、

別に落胆や困惑しているのではなく、今一度「伝統」とは何かを考えさせてくれたという

意味での感想である。私は伝統班として様々な活動をしてきて、伝統芸能や伝統工芸に携

わる方々の技術や想いを知り、伝統を重んじることは大事だと思っている。その気持ちは

今でも変わらない。しかし、必要以上に伝統に縛られることもよくないのでは？とも本書

を読み思った。「伝統だから大切にしよう」はいいのだが、「伝統だから従わなければなら

ない」になってはいけないのだ。 

 また、私たち伝統班が活動の拠点にしている京都には有無を言わさない伝統感がある。

本書では「京都マジック」と呼んでいたが、京都のものは古い由緒があると思い込みがち

である。例えば京都三大祭りと聞けばどれもがとても古くから行われているものだと思

う。しかし実際には、葵祭が 6 世紀半ば、祇園祭が 9 世紀半ばから行われているのに対し

時代祭は明治 28 年と他２つと比較してもとても新しい祭であるが、京都三大祭りと言わ

れるだけでどれもが伝統のある祭りだと勘違いしてしまう。それほどの力が「京都」とい

う言葉にはあるのだ。 

 最後に言っておくが、本書は「伝統」そのものを否定しているわけではない。また、長

く続いているから凄く、短いから価値がないということでもない。ただ、「伝統」という

言葉を無批判に受け入れず、今一度「伝統」とは何かを考えさせてくれているのだ。4 回

生の先輩がいなくなった今、改めて伝統とは何かを見つめなおすきっかけになったと感じ

ている。 


